
 

 

 

 

 

 

 

  

    

  

 

5 月 17 日（金）、航空連合政策議員フォーラムが中心となり、航空連合
の主張に沿った航空保安体制の強化に関わる法律案を、現在会期中の   
第 198 回通常国会（参議院）に議員立法として提出しました。 

本法案の提出は、第 190 回通常国会、第 193 回通常国会、第 196 回  
通常国会に続き、4 回目となりますが、今後も継続して国に対して航空保安
体制強化の必要性を強く訴え、法案の早期制定を目指します。 
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左から）浜口誠フォーラムメンバー（参）、大島九州男フォーラムメンバー（参）、 

石上俊雄フォーラムメンバー（参）、（1 名おいて）礒﨑哲史フォーラム事務局次長（参）、 

野田国義フォーラムメンバー（参）、小川勝也フォーラム副会長（参） 

航空機強取等防止措置に係る体制の強化のための 
施策の推進に関する法律案（概要） 

 
目的 

国際的なテロリズムの発生等、航空保安の重要性が一層拡大していることに鑑み、

航空機強取等防止措置に係る体制の強化のための施策を集中的に推進する。 

航空機強取等防止措置の費用の負担の在り方について、航空運送事業者の負担に

配慮しつつ国の一般財源による負担割合を引き上げる方向で検討する。 

航空機強取等防止措置に係る国、地方公共団体、空港管理者、航空運送事業者等

の適切な役割分担の在り方について、国の役割を強化する方向で検討する。 
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